
 

令和元年度ウメ輪紋ウイルス対策検討会議（第２回）について 

（令和２年３月27日） 

 

 当該会議については、令和２年３月３日に開催を予定していたものの、新型コロ

ナウイルスの感染の拡大を防ぐため、本会議の開催に代えて書面により開催。結果

は、以下のとおり。 
 

１ 令和元年度の対応状況（報告事項） 

令和元年５月29日に開催された「令和元年度ウメ輪紋ウイルス対策検討会（第１

回）」において、妥当とされた方針に基づき、以下のとおり実施した。 

（１）再植栽を実施するため、東京都青梅市及び兵庫県川西市の強化対策地区にお

いて、年２回のアブラムシ防除を実施。また、青梅市の強化対策地区において

年３回調査を実施し、８本の感染植物を伐採したが、再植栽した樹への感染は

確認されなかった。 

（２）防除区域内とその周辺の６都府県2,759園地において新規感染の監視を行い、

114本の感染植物を確認。 

（３）科学的知見の蓄積を進めるため、感染による経済的被害の調査等を実施。 

（４）感染植物伐採後、２年間感染植物が確認されていない地域について、根絶確

認調査を実施した結果、３都県６市20大字において感染植物が確認されず、３

年間ウメ輪紋ウイルスが無発生であることを確認。 
 

２ 検討事項 

  以下の事項について、専門家に助言を得たところ、本方針について、妥当と判断

された。 

（１）防除区域の除外 

   根絶確認調査の結果を踏まえ、東京都の３大字、愛知県の１大字、兵庫県16

大字を防除区域から除外。 

（２）令和２年度の根絶確認調査 

   平成30年度に１年目の根絶確認調査を実施し、感染植物が確認されなかった

地域については、今年度、２年目の根絶確認調査を実施できなかった場合で

も、令和２年度に３年目の根絶確認調査を実施できる。 
 

３ 今後の対応 

  令和２年度は、今年度試行的に見直した対策及び科学的知見の収集を継続す

る。また、緊急防除の防除期間（令和３年３月末）の終了後の対応について、今

後関係者と意見交換をしつつ、検討を行う。 
 

以上 


